
��������������
������������������������
��������������
����年度

ガバナー月信

国際ロータリー第����地区

発行／ 12月1日

����

���
	
��

���

ガバナーメッセージ

国際ロータリー第����地区
����-����年度ガバナー
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地区重点課題

�.ロータリーの原点回帰と未来変革
�.地区とクラブの関係をより密接な「エンゲージメント」とする
�.地区戦略計画の実践：［若者と親しみ、ロータリーを繋ごう］
�.ポリオ根絶運動のビッグキャンペーンを実施
�.パートナーシップとの共同奉仕活動
�.地区の数字目標達成
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ロータリーは学び舎であり、また遊び場である
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ロータリーアクションは世界を変える

地区スローガン

　19日にはまず財団管理セミナーが開催さ

れ、今回は当地区の永田壮一第3地域財団コー

ディネーターが担当されました。このセミナー

にはガバナー関係者以外の地区財団部門から

も参加されており、ロータリー財団のホットな

話題が提供されました。

　20日午後には「ガバナー会議」が開催され、

本年度のガバナー 34名が参加いた

しました。提案された議題を活発に

議論し、気が付けば予定の2時間を

過ぎてしまいました。そして夜には

マッキナリー RI会長ご夫妻・三木

明TRF管理委員ご夫妻を歓迎して

の晩餐会が盛大に行われました。

我々も慣れないタキシードを着用

し、パートナーの皆様は着物または

ドレスでの参加となりました。

　21日からはいよいよ本格的な研

修会が行われました。いくつかの報

告事項に続き、まずロータリー日本

財団理事長の千玄室氏が「満100歳

を超えて」と題し、講話されました。

千氏はもちろん京都ロータリーク

ラブ会員であり、これまでロータリ

ー発展のため多大なご功績を残さ

れた方です。100歳とはとても思え

ない容姿そして発信力で、会場の参

加者全員が圧倒されました。その講

話の内容を是非また皆様にお届け

したいのですが、私が最も感動した

のは、「顔施、眼施、心の施し」と表現

されたロータリアンが持つべき基

本理念です。そして最後に「Forward 

looking …」と強く述べられ、講演を

終了されました。「偉人」とはこのよ

うな人のことを言うのだと思いま

す。感動、感激、感銘でした。

　その後シンポジウムセッションが開催され

ました。セッション1のテーマは「Grow Rotary

の実現に向けて」でした。数名のガバナーまた

はガバナーエレクト、パストガバナーが、シン

ポジストとして発表または発言されました。

2720地区の堀川副ガバナーもそのメンバーの

お一人で、檀上で活き活きとお話されておられ

「ロータリー研究会」

　本年11月19日（日）から22日（水）、神戸市ポ

ートピアホテルにて「2023-24年度国際ロータ

リー ゾーン1A,2&3第52回ロータリー研究会」

が開催されました。この研究会は日本中

（1A,2&3ゾーン）のガバナー、ガバナーエレク

ト、ガバナーノミニー、ガバナーノミニー・デジ

グネート、パストガバナー、そして各々のパー

トナーが一同に介し、ロータリーの最新の話題

や情報を共有する場です。メイン主催者は現RI

理事の佐藤芳郎様です。そして今回本年度国際

ロータリー会長であるゴードンR・マッキナリ

ー氏ご夫妻をお招きしての開催でした。

ました。セッション2では「ポリオを

知り行動しよう」のテーマで、まず

コロナ対策の解説で有名となった、

WHO西太平洋名誉事務局長で、現

在財団法人結核予防会理事であり

ます尾身茂氏が講演されました。ご

存じのように尾身氏は、1990年か

ら2009年までWHO西太平洋事務

局に勤務され、アジアにおける様々

感染症の制圧にリーダーとして取

り組まれました。もちろんポリオ根

絶にも労力を注がれておられまし

たが、当時資金調達に非常に苦労さ

れたとのことで、1985年以降の国

際ロータリーからの大きな資金援

助に対し、非常に感謝していると述

べられました。尾身氏のお話はとに

かく説得力があります。ポリオ完全

根絶まで決してロータリーの支援

活動はやめてはならないことを強

調されました。尾身氏の講演も日本中のすべて

のロータリアンに聞いていただきたいと思い

ました。まさに「ポリオスペシャリスト」のスト

ーリーテラーです。

　次に世界ポリオデーの事例発表と、ポリオデ

ーフォトコンテストの入賞者の発表がありま

した。昨年は2720地区の素敵な写真がTRF管

理委員長賞を受けましたが、残念ながら今年は

我々の地区からの入賞はありませんでした。そ

して夜には「クリエイトHOPEビュッフェ」が

盛大に行われました。スコットランド出身のゴ

ードン会長に敬意を表し、参加者全員がスコッ

トランドタータンチェック模様の蝶ネクタイ

そして女性はスカーフを身に着けました。最後

にはスコットランド民謡に合わせ、ダンスタイ

ムとなり、大いに盛り上がりました。

　22日には第3セッションとして「大きなイン

パクトをもたらす（奉仕の実際と実践）」、そし

て第4セッションとして「CREATE HOPEを語

る～公共イメージの向上を」の演題で発表が行

われました。各々の発表内容は省略いたします

が、すべての発表がインパクトのある素晴らし

いものでした。

　最後にマッキナリー RI会長が講評を述べら

れ、長い4日間が終了いたしました。マッキナリ

ー会長の最後のお言葉は、やはり「CREATE 

HOPE」でした。これは今年単年度のテーマで

はないと私自身は感じております。紛争、災害、

飢餓、パンデミック感染、これらはすべて今だ

未解決です。私たちロータリー会員は今後も世

界中に希望をもたらすためアクションし続け

なければならないのです。

「Take action to create hope in the world, and 

never stop」
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ガバナー公式訪問

豊後高田RC
����年  ��月 ��日

公式訪問スナップ♪

豊後高田RCにて



I M 開催されました

大分第1グループ　 ����年��月��日㈰　中津文化会館大ホール

シンポジウム「蘭学の里・中津の未来に向けて～命輝く人財育成を～」



熊本第7グループ　 ����年��月��日㈭　ホテルアレグリアガーデンズ天草ホール

記念講演　鈴木重成公を仰ぐ～「再造の恩」370年～
他 各クラブ事業報告



　大分県日田市大山文化センターにて、令和5

年10月14日に、ご来賓として膳所和彦ガバナ

ー、ＡＲＣ大森克磨パストガバナー、小ヶ内聡

行地区幹事、ＲＩＤ２７００地区ＤＸ推進委員

長 田村史朗様（福岡東ＲＣ）ご臨席を賜り132

名の会長・会長エレクト・R財団委員長・会員増

強委員長・会員歴が浅い会員の参加によるロー

タリー財団・会員増強合同セミナーを開催致し

ました。

　はじめに膳所ガバナーより、2720地区のR財

団・会員増強についての「現状の報告並びに想

い」を参加者に向けて述べられ、次に第3地域

（関西以西11地区）アシスタント・ロータリー・

コーディネーター（ARC九州4地区担当）大森パ

ストガバナーから「地域リーダーの役割・ロー

タリー・コーディネーターの目的」

についての説明を頂戴致しまし

た。

　セミナーの前半は会員増強拡大

部門では、「会員維持についてのデ

ィスカッション」を行い、ロータリ

ー歴が浅い数名の会員と、ベテラ

ン会員と本音でディスカッション

を語って頂き、入会時の説明の大

事さ！入会後のフォローも大切な

事がわかり貴重なディスカッショ

ンとなりました。次にRID2700　

地区DX推進委員会の田村志朗様

より「広報からみた会員基盤向上

と衛星クラブのススメ」講演をし

て頂きロータリークラブの「広報

の大事さと活用」を学ばせて頂きました。

　セミナー後半のロータリー財団セミナーは、

林部門長より「ロータリー財団について」の基

礎知識やRI2720地区の目標等の講演があり、

その後、「地区補助金の理解と活動」を園田地区

補助金委員長より。「グローバル補助金・ポリオ

プラスの目的」特にロータリーカード（年会費

無料）へ加入することによるポリオ寄付につい

て、彌冨GG・PP委員長より。最後に「資金推進へ

の理解」を髙見資金推進委員長より。寄付ゼロ

クラブ０の継続とポールハリスソサエティ新

規登録３０名を目標に、盛り沢山の講演が行わ

れました。

　長時間のセミナーではありましたが、皆様に

熱心に耳を傾けて頂きました。

国際ロータリー第����地区

ロータリー財団・会員増強合同セミナー



に感じました。発表の場の雰囲気、真っ赤に染

まった埼玉県でのポリオデーの事例など受け

て、更に加速したように憶えています。

　『九州を真っ赤に染めよう！』四地区の想い

はひとつになりました。さっそくLINE交換し

想いを共有しキックオフの日程が決まりまし

た。翌月の5月29日に九州の中心地として熊本

での会合。堀川ガバナー、膳所カバナーエレク

トも参加していただき、第2720地区としては

理解していただくには申し分のない集まりで

した。その後、8月に福岡、12月に佐賀、5月に鹿

児島での会議を終え、日程も決まりいざ。膳所

ガバナーの意向により『ポリオデー』としての

活動をやりたいとの事で、白羽の矢が立ったの

が『大森パストガバナー』でした。大分市域での

活動ということで受けていただきましたこと

を感謝いたしております。また、早水前部門長

が前年に自クラブの募金活動で経験している

とのことでしたので、中央通りの歩行者天国で

の開催に絞り込まれました。また、バザーも開

催したいとのことでガレリア竹町商店街のア

ーケード街での開催を神鳥様に申請していた

だきました。また、Panasonicを誘致していただ

き光ファイバーを尾野様に引いていただき、配

信の段取りもしていただきました。

　数回のZOOM会議により、着々と準備は進み

想像を遥かに超えた一大事業になりました。地

区から届く商品の数々、陶山会長には大変迷惑

おかけしました。快く受け入れていただき感謝

いたしております。九州四地区での話し合いも

8月から毎週のように打ち合わせを行い、基調

講演のホシザキの坂本会長にもご挨拶に伺い

ました。御年87歳の背筋がシャンとされた眼

光鋭くエネルギーに満ち溢れた坂本会長と直

接お会いでき感動いたしました。いよいよ本番

も迫り、講演をZOOMにて配信する機材も準備

でき、前入りして大分市街でお神酒をあげて当

日を迎えました。555日での合同事業。感極ま

るものもありましたが、若干の二日酔い…。尾

野様の社員の方にも早朝駆けつけていただき、

Wi-Fi接続からの配信ができ大変嬉しく思いま

した。少なからずとも坂本会長のお話をリアル

タイムで聞くことも出来、嬉しく思いました。

アーケード街に所狭しと置かれた商品の数々

もあっという間に売れていく様は驚きでした。

　募金していただいた皆様、バザー購入してい

ただいた皆様、募金活動をお手伝いいただきま

したインターアクトの皆様、ローターアクトの

皆様、奨学生の皆様、お手伝い協力していただ

きましたロータリアン皆様に心より御礼申し

上げます。本当にありがとうございました。最

後に公共イメージ部門に参加したい方はご連

絡下さいませ。

　

　慈善市2720開催。平成5年10月28日。それは

555日目の集大成でした。

　私自身、ロータリークラブに入会して13年

も経つものの、ロータリーとは何かを特段気に

することもなく生活していました。しかしなが

ら堀川ガバナーの指名により『YES』か『はい』

かの対応に思わず首を縦に振ってしまい、公共

イメージ部門長になることを約束して手探り

の毎日でした。

　令和4年4月21日東京で行われた『クラブ活

性化セミナー』。どのような内容かと言います

と、ガバナーエレクトが前年の活動を発表し

て、刺激を貰う会のようなもの。そこへ参加し

た時に上野研修委員のはからいにより、九州四

地区の公共イメージの代表が揃っているとの

ことで、ご紹介をいただきました。初めての地

区外のロータリアンの方々との出会い。しか

し、皆さんの熱意は激しく、化学反応したよう

~ロータリーがつなぐ未来~
九州 4 地区合同　公共イメージ向上事業
ONE Q-shu

公共メージ部門  部門長波佐間英樹（熊本中央RC）



に感じました。発表の場の雰囲気、真っ赤に染

まった千葉県でのポリオデーの事例など受け

て、更に加速したように憶えています。

　『九州を真っ赤に染めよう！』四地区の想い

はひとつになりました。さっそくLINE交換し

想いを共有しキックオフの日程が決まりまし

た。翌月の5月29日に九州の中心地として熊本

での会合。堀川ガバナー、膳所カバナーエレク

トも参加していただき、第2720地区としては

理解していただくには申し分のない集まりで

した。その後、8月に福岡、12月に佐賀、5月に鹿

児島での会議を終え、日程も決まりいざ。膳所

ガバナーの意向により『ポリオデー』としての

活動をやりたいとの事で、白羽の矢が立ったの

が『大森パストガバナー』でした。大分市域での

活動ということで受けていただきましたこと

を感謝いたしております。また、早水前部門長

が前年に自クラブの募金活動で経験している

とのことでしたので、中央通りの歩行者天国で

の開催に絞り込まれました。また、バザーも開

催したいとのことでガレリア竹町商店街のア

ーケード街での開催を神鳥様に申請していた

だきました。また、Panasonicを誘致していただ

き光ファイバーを尾野様に引いていただき、配

信の段取りもしていただきました。

　数回のZOOM会議により、着々と準備は進み

想像を遥かに超えた一大事業になりました。地

区から届く商品の数々、陶山会長には大変迷惑

おかけしました。快く受け入れていただき感謝

いたしております。九州四地区での話し合いも

8月から毎週のように打ち合わせを行い、基調

講演のホシザキの坂本会長にもご挨拶に伺い

ました。御年87歳の背筋がシャンとされた眼

光鋭くエネルギーに満ち溢れた坂本会長と直

接お会いでき感動いたしました。いよいよ本番

も迫り、講演をZOOMにて配信する機材も準備

でき、前入りして大分市街でお神酒をあげて当

日を迎えました。555日での合同事業。感極ま

るものもありましたが、若干の二日酔い…。尾

野様の社員の方にも早朝駆けつけていただき、

Wi-Fi接続からの配信ができ大変嬉しく思いま

した。少なからずとも坂本会長のお話をリアル

タイムで聞くことも出来、嬉しく思いました。

アーケード街に所狭しと置かれた商品の数々

もあっという間に売れていく様は驚きでした。

　募金していただいた皆様、バザー購入してい

ただいた皆様、募金活動をお手伝いいただきま

したインターアクトの皆様、ローターアクトの

皆様、奨学生の皆様、お手伝い協力していただ

きましたロータリアン皆様に心より御礼申し

上げます。本当にありがとうございました。最

後に公共イメージ部門に参加したい方はご連

絡下さいませ。

　

　慈善市2720開催。平成5年10月28日。それは

555日目の集大成でした。

　私自身、ロータリークラブに入会して13年

も経つものの、ロータリーとは何かを特段気に

することもなく生活していました。しかしなが

ら堀川ガバナーの指名により『YES』か『はい』

かの対応に思わず首を縦に振ってしまい、公共

イメージ部門長になることを約束して手探り

の毎日でした。

　令和4年4月21日東京で行われた『クラブ活

性化セミナー』。どのような内容かと言います

と、ガバナーエレクトが前年の活動を発表し

て、刺激を貰う会のようなもの。そこへ参加し

た時に上野研修委員のはからいにより、九州四

地区の公共イメージの代表が揃っているとの

ことで、ご紹介をいただきました。初めての地

区外のロータリアンの方々との出会い。しか

し、皆さんの熱意は激しく、化学反応したよう



に感じました。発表の場の雰囲気、真っ赤に染

まった埼玉県でのポリオデーの事例など受け

て、更に加速したように憶えています。

　『九州を真っ赤に染めよう！』四地区の想い

はひとつになりました。さっそくLINE交換し

想いを共有しキックオフの日程が決まりまし

た。翌月の5月29日に九州の中心地として熊本

での会合。堀川ガバナー、膳所カバナーエレク

トも参加していただき、第2720地区としては

理解していただくには申し分のない集まりで

した。その後、8月に福岡、12月に佐賀、5月に鹿

児島での会議を終え、日程も決まりいざ。膳所

ガバナーの意向により『ポリオデー』としての

活動をやりたいとの事で、白羽の矢が立ったの

が『大森パストガバナー』でした。大分市域での

活動ということで受けていただきましたこと

を感謝いたしております。また、早水前部門長

が前年に自クラブの募金活動で経験している

とのことでしたので、中央通りの歩行者天国で

の開催に絞り込まれました。また、バザーも開

催したいとのことでガレリア竹町商店街のア

ーケード街での開催を神鳥様に申請していた

だきました。また、Panasonicを誘致していただ

き光ファイバーを尾野様に引いていただき、配

信の段取りもしていただきました。

　数回のZOOM会議により、着々と準備は進み

想像を遥かに超えた一大事業になりました。地

区から届く商品の数々、陶山会長には大変迷惑

おかけしました。快く受け入れていただき感謝

いたしております。九州四地区での話し合いも

8月から毎週のように打ち合わせを行い、基調

講演のホシザキの坂本会長にもご挨拶に伺い

ました。御年87歳の背筋がシャンとされた眼

光鋭くエネルギーに満ち溢れた坂本会長と直

接お会いでき感動いたしました。いよいよ本番

も迫り、講演をZOOMにて配信する機材も準備

でき、前入りして大分市街でお神酒をあげて当

日を迎えました。555日での合同事業。感極ま

るものもありましたが、若干の二日酔い…。尾

野様の社員の方にも早朝駆けつけていただき、

Wi-Fi接続からの配信ができ大変嬉しく思いま

した。少なからずとも坂本会長のお話をリアル

タイムで聞くことも出来、嬉しく思いました。

アーケード街に所狭しと置かれた商品の数々

もあっという間に売れていく様は驚きでした。

　募金していただいた皆様、バザー購入してい

ただいた皆様、募金活動をお手伝いいただきま

したインターアクトの皆様、ローターアクトの

皆様、奨学生の皆様、お手伝い協力していただ

きましたロータリアン皆様に心より御礼申し

上げます。本当にありがとうございました。最

後に公共イメージ部門に参加したい方はご連

絡下さいませ。

　

　慈善市2720開催。平成5年10月28日。それは

555日目の集大成でした。

　私自身、ロータリークラブに入会して13年

も経つものの、ロータリーとは何かを特段気に

することもなく生活していました。しかしなが

ら堀川ガバナーの指名により『YES』か『はい』

かの対応に思わず首を縦に振ってしまい、公共

イメージ部門長になることを約束して手探り

の毎日でした。

　令和4年4月21日東京で行われた『クラブ活

性化セミナー』。どのような内容かと言います

と、ガバナーエレクトが前年の活動を発表し

て、刺激を貰う会のようなもの。そこへ参加し

た時に上野研修委員のはからいにより、九州四

地区の公共イメージの代表が揃っているとの

ことで、ご紹介をいただきました。初めての地

区外のロータリアンの方々との出会い。しか

し、皆さんの熱意は激しく、化学反応したよう



　2023年11月19日(日)　神戸ポートピアホテ

ルに於いて、国際ロータリー ゾーン1A,2,3の

ロータリー財団地域セミナーが開催されまし

た。セミナーは9：00より16：20まで、丸一日を

掛けて盛り沢山のテーマが発表されました。参

加者は、ガバナー・ガバナーエレクト・財団委員

長他187名でした。

　まず初めに主催者である第3地域ロータリー

財団地域コーディネーター 永田壮一様（熊本

城東RC）の挨拶に始まり、ロータリー国際理事 

佐藤芳郎様ご挨拶、ロータリー財団管理委員 

三木明様より「財団の報告、現状」のプレゼンが

ありました。

以下、第1セッション

　上記、将来のロータリーの発展に欠かせない

重要なテーマに皆さんメモを取りながら熱心

に視聴されておられました。

　当地区からは、永田RRFC，膳所G，三村GE，彌

冨GG・PP委員長，そして私が参加してきまし

た。又、映像・音声の製作，配信を熊本江南RC 井

戸川会長が汗だくで奮闘されました。

　次回は是非、地区の皆様のご参加を頂き、世

界に地域社会にロータリー活動がいかに重要

で不可欠か実感して下さい。

����年��月��日㈰　神戸ポートピアホテル

国際ロータリー第1A，2，3地域

ロータリー財団地域セミナーに参加して

RID2720　ロータリー財団　部門長 林　　明

・RACによるグローバル補助金プロジェクトの
実例
世界初！ RACのグローバル補助金の承認と
活用（大阪東RAC）
・ロータリーカードの推進と表彰
・ポリオ特別表彰
RID2720 膳所ガバナーが表彰されました。

第2セッション
・ポリオの根絶
END POLIO NOWの現在とポリオプラスソサ
エティメンバー (年100＄)の推進　

第3セッション
「重点分野：環境」について日本初の取組みの
発表
⑴ 山火事・森林火災未然に防ぐプロジェクト
⑵ 豊かな海づくりプロジェクト　

第4セッション
・大口寄付の顕彰とポールハリスソサエティメ
ンバーの推進



退会者

荒 尾

熊 本 東 南

八 代

宇 佐2001

杉 山　哲 也

德 永　貴 子

宮 本　順 二

佐 藤　一 郎

機械製造

水産物加工

造園業

建築設計

クラブ名 氏　名 職業分類

別 府 北

2720Ja pa nO . K . R EC

津 久 見

玉ノ井　溥明

佐々木　善一

髙 野　　至

税理士

事務用品販売

コンクリート工事

クラブ名 氏　名 職業分類

山 鹿

熊 本 西 稜

八 代

西 本　　朗

浅 野　芳 幸

竹 原　博 美

タクシー

総合保険代理店

造園業

クラブ名 氏　名 職業分類

入 退 会 者 の お 知 らせ ����年��月��日現在

入会者

大 分

大 分1985

竹 田

小手川　大助

朝來野　香織

藪 亀　昌 洋

大学

映像制作

建築業

クラブ名 氏　名 職業分類

新 会 員 の ご 紹 介 を しま す

12月December

�  日

�  日

��日

��日

㈯

㈯

㈯

　

㈰

AG・部門長会議/三村GE壮行会

ロータアクトクラブ大分G忘年会

ロータアクトクラブ熊本G忘年会

��日����地区野球大会

米山選考会　大分

��日米山選考会　熊本

2023年12月

今月の予定
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大
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第
四

大
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第
五

クラブ名
グ
ル
ー
プ

年初
(7/1） 当月末 本年度

入会者
本年度
退会者

本年度
増減

会員数

山 鹿
玉 名
荒 尾
玉 名 中 央
（ 4 R C ）
阿 蘇
肥 後 大 津
菊 池
肥 後 小 国
熊 本 菊 南
熊 本 '05 福 祉
熊 本 り ん ど う
（ 7 R C ）
熊 本
熊 本 東
熊 本 北
熊 本 東 南
熊 本 城 東
熊 本 グ リ ー ン
熊 本 平 成
熊本水前寺公園
（ 8 R C ）
熊 本 南
熊 本 江 南
熊 本 西 南
熊 本 西
熊 本 中 央
熊 本 西 稜
（ 6 R C ）
八 代
八 代 北
八 代 南
宇 土
八 代 東
宇 城
（ 6 R C ）
人 吉
水 俣
多 良 木
芦 北
人 吉 中 央
（ 5 R C ）
天 草
牛 深
西 天 草
天 草 中 央
天草パールライン
（ 5 R C ）
熊 本 41RC 計

クラブ名
グ
ル
ー
プ

年初
(7/1） 当月末 本年度

入会者
本年度
退会者

本年度
増減

会員数

中 津
日 田
中 津 中 央
日 田 中 央
玖 珠
中 津 平 成
（ 6 R C ）
豊 後 高 田
宇 佐
杵 築
杵築 oneheart 衛星
く に さ き
宇 佐 八 幡
宇 佐 2 0 0 1
（6RC+1RSC）
別 府
別 府 北
別 府 東
日 出
別 府 中 央
湯 布 院
（ 6 R C ）
大 分
大 分 東
大 分 臨 海
大 分 南
大 分 中 央
大 分 1 9 8 5
大 分 城 西
大分キャピタル
大分キャピタル OliOli 衛星
2720J.O.K.REC
（9RC+1RSC）
竹 田
佐 伯
臼 杵
津 久 見
豊 後 大 野
佐 伯 MARINE
（ 6 R C ）
大分 33RC+2RSC 計
74RC+2RSC 総計

RI2720地区事務所〒860-0807熊本市中央区下通2-7-7R-terrace4FTEL.096-312-2720Fax.096-355-2720E-mail : ri2720gof@eos.ocn.ne.jp

46
53
18
40
16
22
195
40
27
24
7
17
29
25
169
38
35
42
15
19
12
161
47
29
47
32
82
29
32
56
16
48
418
16
28
29
39
12
29
153
1,096
2,307

45
59
18
40
16
24
202
40
27
19
7
19
29
23
164
42
36
44
16
18
12
168
52
33
51
31
84
29
32
58
16
49
435
17
30
31
38
12
30
158
1,127
2,357

1
6
0
0
0
2
9
0
0
0
0
2
2
0
4
4
2
2
1
1
0
10
6
4
4
0
2
0
0
2
1
2
21
1
3
2
1
0
2
9
53
101

2
0
0
0
0
0
2
0
0
5
0
0
2
2
9
0
1
0
0
2
0
3
1
0
0
1
0
0
0
0
1
1
4
0
1
0
2
0
1
4
22
51

-1
6
0
0
0
2
7
0
0
-5
0
2
0
-2
-5
4
1
2
1
-1
0
7
5
4
4
-1
2
0
0
2
0
1
17
1
2
2
-1
0
1
5
31
50

11
53
42
12
118
32
32
19
14
19
9
19
144
79
39
5
45
31
22
22
11
254
62
51
24
6
28
23
194
75
21
51
14
42
7
210
45
22
20
23
34
144
46
20
21
45
15
147
1,211

12
50
41
12
115
33
32
19
15
20
9
18
146
92
40
5
44
31
21
23
9
265
66
55
24
6
29
22
202
74
23
52
14
44
7
214
48
22
20
22
32
144
45
20
21
43
15
144
1,230

1
2
1
0
4
1
0
1
1
1
0
0
4
13
2
0
0
0
0
1
0
16
4
4
1
0
1
0
10
0
2
2
0
3
0
7
3
0
1
0
1
5
1
0
0
1
0
2
48

0
5
2
0
7
0
0
1
0
0
0
1
2
0
1
0
1
0
1
0
2
5
0
0
1
0
0
1
2
1
0
1
0
1
0
3
0
0
1
1
3
5
2
0
0
3
0
5
29

1
-3
-1
0
-3
1
0
0
1
1
0
-1
2
13
1
0
-1
0
-1
1
-2
11
4
4
0
0
1
-1
8
-1
2
1
0
2
0
4
3
0
0
-1
-2
0
-1
0
0
-2
0
-3
19

���� 年��月会員数報告
国際ロータリー第2720地区2023-2024年度
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